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社会科における改訂のポイント 

１ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善について 

資質・能力を育成するためには，社会との関わりを意識して，学習の問題を追究・解決する学

習を充実する必要があり，その学習過程において「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授

業改善，指導方法の不断の見直しが必要であるとされています。また，「単元や題材など内容や時

間のまとまりを見通しながら，児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行う

こと」と示されています。 

【主体的な学びの視点から】          【対話的な学びの視点から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「社会的な見方・考え方」について 

右の図に示しているように，見方・考え 

 方は，「視点や方法」であり，小学校社会科 

における「見方・考え方」とは，「位置や空 

間的な広がり，時期や時間の経緯，事象や人 

々の相互関係に着目して社会的事象を捉え， 

比較・分類したり，総合したり，地域の人々 

や国民の生活と関連付けたりすること」と示 

されています。 

 

社会科における学習評価のポイント 

１ 社会科における評価の観点について 

 ○ ３つの柱で整理された育成を目指す資質・能力に対応するように，評価の観点も以下のよう

に３観点に整理して示されています。 

         【旧】                      【新】 

評価の観点  評価の観点 

社会的事象への関心・意欲・態度  知識・技能 

社会的な思考・判断・表現  思考・判断・表現 

観察・資料活用の技能  主体的に学習に取り組む態度 

社会的事象についての知識・理解   



２ 「知識・技能」の評価  

 

 

 

社会科の学習を通して児童が獲得する知識とは，用語などはもとより，資料など調べて分かる

社会的事象の様子についての具体的な知識と，調べてまとめたものを基にして考えて分かる汎用

性のある概念的な知識のこと。 

また，子供が身に付ける技能とは，調査活動や諸資料の活用など手段を考えて問題解決に必要

な社会的事象に関する情報を集める技能，集めた情報を「社会的事象の見方・考え方」に沿って

読み取る技能，読み取った情報を問題解決に沿ってまとめる技能などのこと。 

 

３ 「思考・判断・表現」の評価  

 

 

 

 

見方・考え方を働かせて資質・能力の育成を図る観点から，次の場面での評価規準を作成する。

①「～着目して，問いを見出し，～考え表現する」という「追究場面」における評価 

②「～比較・関連付け，総合などして，～考えたり，学習したことを基にして，選択・判断した

りして表現する」という，社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考えたり，社会に

見られる課題を把握して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする「解決

場面」における評価 

 

４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価  

 

 

 

「予想や学習計画を立て」では，学習問題の追究・解決に向けて見通しをもとうとしている学

習状況を捉えるようにする。 

「学習を振り返ったり見直したりして」では，問題解決に向けて，自らの学習状況を確認した

り，さらに調べたいことを考えようとしたりする学習状況を捉えるようにする。 

 

 

「学習したことを社会生活に生かそうとする」では，それまでの学習成果を基に，生活の在り

方やこれからの社会の発展について考えようとする学習状況を捉えるようにする。これは「社会

的な態度」と捉えることができ，社会に見られる課題を把握して社会への関わり方を選択・判断

したり，多角的に考えて社会の発展について自分の考えをまとめたりする学習場面で表出される

ことが多いことが考えられるため，思考・判断・表現との関連性を踏まえて評価規準を設定する

ことが大切である。 

① 社会的事象に着目して，問いを見出し，社会的事象の様子について考え表現しているか 

② 比較・関連付け，総合などして社会的事象の特色や意味を考えたり，学習したことを基に社会

への関わり方を選択・判断したりして，適切に表現しているか 

① 社会的事象について，予想や学習計画を立て，学習を振り返ったり見直したりして，学習問題

を追究・解決しようとしているか 

② よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとしているか 

① 調べて，必要な情報を集め，読み取り，社会的事象の様子について具体的に理解しているか 

② 調べたことを文などにまとめ，社会的事象の特色や意味などを理解しているか 


